
中期経営計画（第３次）の
取組状況について

資料

平成25年11月15日（金）
千葉県立病院運営懇談会



千葉県病院局中期経営計画（第３次）

１ 策定方針
（１） 医療を取り巻く環境変化に対応しつつ、県立病院の果たすべき役割と

機能を強化し、医療の質の向上を目指します。

（２） 患者の視点に立った患者サービスの向上を目指します。

（３） さらなる経営基盤の強化を図るとともに、病院職員の力が最大限に発
揮される環境づくりを目指します。

２ 計画の４つの柱２ 計画の４つの柱
（１） 患者サービスの向上

（２） 良質な医療サービスの安定的提供

（３） 経営基盤の確立

（４） 計画的な機器及び施設の整備

３ 計画期間
平成２４年度から平成２８年度までの５年間

※ 第１次計画(平成17年度～19年度)        第２次計画(平成20年度～23年度)
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患者サービスの
向上

良質な医療サービス
の安定的提供

４ 施策体系図 ・患者さんへのカルテの開示・ ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄの
充実・診療機能情報の提供・医学情報の提供

・意見・要望への適切な対応・専門外来の実施
・ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品の利用促進

・医療相談体制の充実・適切で心地よい応対の推
進・快適な療養環境の整備促進・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活用

・地域医療連携の強化・標準治療の推進・高度専
門医療等の推進・ﾁｰﾑ医療の推進・臨床研究、基
礎研究の充実

・医療情報の共有化・医療事故防止対策の充実

・院内感染防止対策の徹底・災害対応と危機管
理体制の確立

患者･県民への情報の提供

利用者の意向に配慮した病院運営

利用者サービスの向上

医療の質の向上

安全な医療の提供

経営基盤の確立

施設の整備

理体制の確立

・医療技術者の研修の充実・学会参加等学術活
動の促進・医療技術者の能力開発の推進・医療
技術者の勤務環境の改善・医師臨床研修の充実
等・人材の確保と活用

・計画的な機器の整備・計画的な施設の整備

・予算執行管理の充実・人材の有効活用・システ
ム最適化の促進・効率的な組織運営

・材料費の削減・医療機器購入方法等の見直し

・業務委託契約の見直し・設計や契約等への民
間的手法の導入

・診療報酬改定への対応と請求の適正化・未収
金対策の強化・ＤＰＣの導入と円滑な運用

人材の育成・確保

収入の確保

費用の削減

効率的な病院運営

計画的な機器及び施設の整備
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５－１ 中期財政収支計画における総収支計画値及び実績

区 分 24年度
24年度

（実績）
25年度 26年度 27年度 28年度

収益 43,812 44,014 44,889 43,799 44,371 44,890
医業収益 32,884 32,745 33,908 33,248 33,777 34,263
医業外収益 10,928 11,269 10,981 10,551 10,594 10,627

費用 43,137 42,727 44,188 42,673 42,767 43,244

(単位：百万円)

医業費用 42,245 40,733 43,296 41,843 41,969 42,455
医業外費用 891 1,994 891 830 797 789

総収支 676 1,287 701 1,126 1,604 1,646
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・平成26年度以降は、東金病院を除く数値。
・計画値は診療報酬の改定を加味していない。



人

５－２ 延入院患者数・延外来患者数の推移

504,008 

522,516 524,129 

485,109 

491,295 
497,266 

516,055 
528,032 

450,000 

500,000 

550,000 

延外来計画

延外来実績
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H23→H24の患者の推移（延入院△7,625人 延外来+11,977人）

361,041
368,186 371,673

362,722 366,599

369,003
359,459

351,834

300,000 

350,000 

400,000 

H23 H24 H25 H26 H27 H28

延入院計画

延入院実績



人

がん 102,628 

104,929 103,948 

循環器 64,168
64,124

61,656

佐原 67,678
71,237 68,989

80,000 

100,000 

120,000 

５－３ 病院別 延入院患者数の推移
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救急 30,624 
29,389 29,052 

精神 17,477
17,176 17,299

こども 56,213 60,319 59,946 

循環器 64,168 61,656

東金 14,157
12,285 10,944

0 

20,000 

40,000 

60,000 

H22 H23 H24



人

５－４ 病院別 延外来患者数の推移

がん 133,103 

139,321 
144,644 

こども 74,921 
78,412 79,838 

佐原 117,965 128,187
135,602

90,000 

120,000 

150,000 
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救急 11,050 
10,163 10,192 

精神 35,884
35,415

35,467

こども 74,921 
78,412 79,838 

循環器 73,671 75,891 78,059

東金 53,041 48,666
44,230

0 

30,000 

60,000 

H22 H23 H24



人

５－５ 新入院患者数・新外来患者数の推移

43,186 43,778 
44,819 

40,024 

40,783 41,211 

44,487 
45,420 

35,000 

40,000 

45,000 

50,000 

新外来計画

新外来実績
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H23→H24の患者の推移（新入院+286人 新外来+933人）

22,859 23,359 23,923
23,267 23,744 24,153

22,854 23,140

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

H23 H24 H25 H26 H27 H28

新入院計画

新入院実績



５－６ 収益の推移（病院事業全体）
百万円

43,812 

44,889 

43,799 

44,371 

44,890 

43,017 

44,014 

45,000 
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H23→H24の収益の伸び
診療報酬改定、外来患者増等により ＋２．３％

42,865 

40,000 

42,500 

H23 H24 H25 H26 H27 H28

収益計画

収益実績



５－７ 費用の推移（病院事業全体）
百万円

42,245 

43,137 

44,188 

42,673 42,767 

43,244 

42,727 

42,000 

43,000 

44,000 

45,000 
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H23→H24の費用の伸び
収益の＋２．３％に対し、 材料費や経費の抑制等に努め
＋２．０％にとどまった

41,885 

40,000 

41,000 

42,000 

H23 H24 H25 H26 H27 H28

費用計画

費用実績



５－８ 総収支の推移（病院事業全体）
百万円

716
625

1,132
1,287

500 

1,000 

1,500 

2,000 

H24年度は純利益を12億8,716万円確保し、H22年度から3年
連続の黒字となった。

10

▲ 260
▲ 139

▲ 7 ▲ 55

-1,000 

-500 

0 

H23 H24 H25 H26 H27 H28

総収支（計画値）

総収支（実績）



がん 1,267 
1,477 

1,590 

救急 548 

236 
379 

精神 262
193 299

こども 816 
784 

864 

500 

1,000 

1,500 

百万円

５－９ 病院別収支の推移

193 299

循環器, ▲ 764
▲ 680 ▲ 897

東金 ▲ 375
▲ 355

▲ 213

佐原 ▲ 113 82 30

-1,000 

-500 

0 

H22 H23 H24

５病院で、手術件数の増、患者増、診療報酬改定等による
収益増
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％

５－１０ 主な指標の推移（病院事業全体）

102.8 102.7 103.0 

79.5 79.9
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50

60

70

80

90

100

110

経常収支比率

医業収支比率

職員給与比率
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職員給与比率

材料費比率

経費比率
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計画（H25）
①

25年度上期
②

24年度上期
③

23年度上期 対前年
増減②－③

②/①
（上期）

延入院患者数 ３７１，６７３ １７０，３２０ １７５，８９０ １７８，１２６ △５，５７０ ４５．８%

延外来患者数 ５２４，１２９ ２５８，４３４ ２６６，０５６ ２５５，３６７ △７，６２２ ４９．３%

計 ８９５，８０２ ４２８，７５４ ４４１，９４６ ４３３，４９３ △１３，１９２ ４７．９%

（単位:人、百万円､%）

６ 平成25年度上半期の状況（医業収益の対計画値・前年度比較）

計 ８９５，８０２ ４２８，７５４ ４４１，９４６ ４３３，４９３ △１３，１９２ ４７．９%

入院収益 ２３，３８８ １１，５２５ １１，４７５ １０，９２１ ５０ ４９．３%

外来収益 １０，０７８ ４，８５７ ４，８２１ ４，６６４ ３６ ４８．２%

その他医業収益 ４４２ ２０６ ２０２ ２１４ ４ ４６．６%

医業収益 ３３，９０８ １６，５８８ １６，４９８ １５，７９９ ９０ ４８．９%
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25年度の病院局の取組状況
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１．患者サービスの向上１．患者サービスの向上

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

病院局
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２．良質な医療サービスの安定的提供２．良質な医療サービスの安定的提供

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

病院局
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２．良質な医療サービスの安定的提供２．良質な医療サービスの安定的提供
人材の育成・確保①

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○医師の確保
・千葉大学をはじめ、医科大学に対する医師の派遣要請
・初期臨床研修・レジデント制度による若手医師の確保・育成 等

⇒25年度採用：臨床研修医10名、レジデント11名

病院局

⇒25年度採用：臨床研修医10名、レジデント11名
⇒26年度採用予定：臨床研修医 11名、レジデント6名（追加募集中）

・管理職医師を支給対象とした特殊勤務手当の引き上げ（25年4月～）

○看護師の確保
・看護師の夜勤専従制度及び看護補助者の夜勤制度の導入

・キャリア開発支援：認定看護師の育成
⇒25年度：5名取得（計43名）

・看護師長、認定看護師等を支給対象とした特殊勤務手当の新設（25年4月～）
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２．良質な医療サービスの安定的提供２．良質な医療サービスの安定的提供
人材の育成・確保②

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○コメディカル職等の確保
⇒25年度 ：薬剤師16名,放射線技師1名,視能訓練士1名, OT 1名、

臨床工学技士1名、MSW 2名

病院局

臨床工学技士1名、MSW 2名

⇒26年度予定：薬剤師 4名,臨床工学技士1名、MSW 2名

○社会人採用
⇒19年度から実施：これまでに５名採用

○資格取得支援等
・病院局職員の資格取得支援⇒25年度：135名

・病院局職員の海外視察研修⇒25年3月実施：23名

【海外視察研修先】
・UCLA  Medical Center（米）、Stanford Hospital＆Clinic（米）
・Kings College Hospital（英）、Hospital Henry Duant （仏）
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３．経営基盤の確立３．経営基盤の確立
収入の確保・費用の削減

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○診断群分類別包括制度（DPC）の導入
⇒循環器病センターが24年に準備病院となり、26年の移行を目指す

病院局

⇒循環器病センターが24年に準備病院となり、26年の移行を目指す

○薬品、診療材料、給食材料、事務用品等の共同購入
⇒薬品共同購入品目数（H24上半期 ）3,345品目→（H25上半期）3,443品目

○後発医薬品の利用推進
⇒23年に後発医薬品採用検討委員会を設置、25年は2回開催

採用品目数：（H24.4)674品目→（H25.4）786品目

○委託業務に関する一括契約
⇒ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設備保守点検、消防設備保守点検、CT・MRI等の保守点検 等
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３．経営基盤の確立３．経営基盤の確立

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

病院局
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４．施設の整備４．施設の整備
計画的な施設の整備

２５年度の取組状況２５年度の取組状況
○がんセンターの施設整備
⇒24年度は、がんセンターの今後担うべき機能や役割等について「施

設整備基本計画」を策定。これを踏まえ、25年度は、基本設計の策

病院局

設整備基本計画」を策定。これを踏まえ、25年度は、基本設計の策
定を進める。

○救急医療センター・精神科医療センターの施設整備
⇒24年度は、建設候補地における津波・高潮等に関する災害対策調
査を実施。25年度は、全国的にも例のない一体的整備を検討するに
当たり、両センターの連携によって可能となる医療等について、基
本調査を行う。

○東金病院の閉院について
⇒平成26年3月の閉院に向けて、機能移転など引き継ぎを進める。
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県立病院の取組状況
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センターの計画センターの計画
○患者サービスの向上
○良質な医療サービスの安定的提供

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○プレハブ事務所棟の建設と外来改修

がんセンター

○プレハブ事務所棟の建設と外来改修

○ダビンチによる手術は、泌尿器科に加え消化器外科・
婦人科でも実施し、総手術件数は２００件を超えた。
また、形成外科を設けリンパ浮腫や乳房再建術などを
手がけるようになった。

○千葉県がん対策推進条例や次期がん対策推進計画
が策定され、都道府県がん診療連携拠点病院として、
新たながん医療に対する取組を進めている。
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センターの計画センターの計画
○全県に対する救急医療の安定的供給への支援
○地域医療連携パスの活用及び連携先の拡充
○患者受け入れ体制の強化
○患者サービスの向上

２５年度の取組状況２５年度の取組状況
○東葛飾地域に加え、山武・長生・夷隅地域における「救急コーディ

救急医療センター

○東葛飾地域に加え、山武・長生・夷隅地域における「救急コーディ
ネート事業」を実施。ドクターヘリ（千葉市消防防災ヘリを含む）に
よる救急患者受入増加（平成２４年度１１６件）

○「千葉県共用脳卒中地域医療連携パス計画管理病院協議会」

を通じて、連携パスの効率的活用を推進。

○地域医療連携室に専従師長を配置し、ベットコントロールを強化。

○看護師配置基準の改定（H24）を受け、病棟再編を施行。
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○医療相談の充実と包括的地域ケアの推進
○精神科三次救急医療施設としての機能発揮

病院の計画病院の計画

２５年度の取組状況２５年度の取組状況
○在宅患者への重要なサ

精神科医療センター精神科医療センター

～2013年度以降の中期的目標～～2013年度以降の中期的目標～○在宅患者への重要なサ
ポート機能を発揮している
電話相談事業の一層の充
実、訪問看護、デイホスピ
タルセンターの強化

○精神科救急医療システム
の円滑な運用を図るため、
基幹病院、輪番病院等と
の連携強化
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精神科

救急医療
のリード

急性期
入院治療
の向上

在宅医療
の強化

司法精神医療の推進

医療安全の
確保

チーム医療の
推進

施設整備
ネットワーク

の強化

教育・研修
の充実

～2013年度以降の中期的目標～～2013年度以降の中期的目標～



病院の計画病院の計画

○良質な医療サービスの安定的提供
○計画的な施設改修の実施

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

こども病院こども病院

○部署毎に「質に関する臨床指標」を設定し、その達成
度を評価し、病院全体の医療の質向上を図る

○施設の長寿化及び病院機能の充実のために、費用
対効果を勘案しながら、計画的に改修・整備を実施し
ており、25年度は、高圧遮断機の交換、病棟トイレ・
流し台の修繕等を行った
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センターの計画センターの計画
○新型ガンマナイフの更新（パーフェクション）で治療開始
○東金病院の機能移転に伴う受け入れ体制
○圏央道開通に伴う救急患者受け入れの強化
○DPCの導入による安定した経営基盤づくり

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

循環器病センター循環器病センター循環器病センター循環器病センター

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○完全自動化された新型のガンマナイフへの更新で、治療制
度の向上・治療領域の拡大が可能となり，さらに多くの脳疾
患治療を開始

○糖尿病の重症化予防と慢性腎臓病（透析ベット１０床）治療
に向けた準備

○医師会・救急隊との連携を深め，救急患者の搬送増加

○24年度からDPC準備病院として、収益向上に向けた取組
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病院の計画病院の計画

○糖尿病等の診療機能の強化
○閉院に向けた円滑な医療機能等の移管

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

東金病院東金病院

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

○「疾病管理MAP」の活用や院内の多職種連携により
糖尿病等の慢性疾患患者に対する透析予防など
重症化防止の取組みを進める

○閉院に向け、慢性疾患患者の重症化防止等の取り
組みについては県立循環器病センターへの機能移
転を進めていく
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○DPCへの対応
○病棟薬剤管理指導体制の充実

病院の計画病院の計画

２５年度の取組状況２５年度の取組状況

佐原病院佐原病院

○施設基準の新規届出等によりDPCの請求に係る医療機関係
数が上がり収入の増加

（今後、H26年度の診療報酬改定を踏まえ取り組んでいく。）

○今年度は、薬剤師を増員し、全病棟に専任配置し、薬剤管理
指導業務を実施

（H25.7より病棟薬剤業務実施加算）

２５年度の取組状況２５年度の取組状況
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